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アジェンダ

1. コロナ対策応援プロジェクト
ロボット(汎用シナリオ)無償提供プログラム取り組み概要

2. 「メール転送・周知業務代行ロボット」はどんなものか
3. 「スケジューラ登録ロボット」はどんなものか
（以上、15分間）

4. 質疑応答
（5分間）
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コロナ対策応援プロジェクト
ロボット(汎用シナリオ)無償提供プログラム

取り組み概要
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本プログラム開始のきっかけ

再び新型コロナウイルスが猛威を振るい、7月末には、政府より企業に対する「７割リモート化推進」の再要請が発表さ
れました。
大量のオフィスワークを抱えるバックオフィス部門は対応に迫られており、多数のお悩みをお聞きしております。

NTTデータでは、
「こういったお客様のお悩みを解決する手段として、我々は、 RPAを提供できる！」
「お客様に負担をかけることなく、お客様の課題をRPAで解決できないか・・・？」
⇨特定業務に特化したロボットを提供することで、すぐ利用開始していただき、即効お悩み解決ができないだろうか！
と考え、取り組みを行うことにいたしました。

リモートが増えた社員に周知するためのメール配信量が増え、総務人事部門の現場ス
タッフの負荷が上がってしまっている。何とかならないものか？

リモート化の推進にともない、メンバーやスタッフの管理のためのスケジューラーの
作業が大量に増えて困っている…



© 2020 NTT DATA Corporation 5

本日ご紹介するロボットは・・・！
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本日ご紹介するロボット

メール転送・周知業務代行
ロボット
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本日ご紹介するロボット

メール転送・周知業務代行
ロボット スケジューラー登録ロボット
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「メール転送・周知業務代行ロボット」はどんなものか
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みなさまの会社でメールでの情報周知をされていませんか？
最初のこの業務に出会ったのは多くの団体を配下にかかえる企業様でした。本社スタッフの方が、多くの団体向けに毎
日送信する情報をまとめ、添付ファイルを作り、送信リストを作り、メールの作成と送信をされていました。
また、同じ企業のほかの部署の方でも4名ほどの方が同様の作業を毎日されていました。
みなさまの会社でも同じような業務をされていないでしょうか？

年間1,920時間程度稼働
(毎日4時間×月20日間×12か月

＋毎日1時間×月20日間×12か月×4名)
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「メール転送・周知業務代行ロボット」を使うと、明日からメールでの情報周知に費やしていた稼働がほぼなくなります！
今回提供するのは、このように年間1,200時間以上の業務を削減したロボットを
皆様が使いやすい様に汎用化したものです。

年間1,200時間以上業務削減
(ヒトの稼働は毎日0.6時間×月20日間

×12か月×5名=年間720時間に)

「メール転送・周知業務代行ロボット」を使うとこのように業務が変わります！
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ロボットの使い方とお客様の業務への適用について
資材をダウンロード・ロボット(RPA)のインストールを行い、マスタを作成し添付ファイルを準備して指定のフォルダに置いた
ら、ロボットを起動するだけで使うことができます。
みなさまにお渡しする「メール転送・周知業務代行ロボット」は決まったExcelフォーマット、メーラーは「Outlook」で作って
いますが、お客様の業務内容やフォーマットに合わせて、お客様ご自身でアレンジしていただけます。

STEP1
資材をダウンロードし、ロボット
(RPA)をインストールします。

STEP2
マスタを作成・添付ファイルを準備
し指定のフォルダに格納します

STEP3
マークをダブルクリックし
ロボットを起動
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「スケジューラー登録ロボット」はどんなものか
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みなさまの会社で面倒なスケジュール登録をされていませんか？
ある製造系の会社様では、各営業マンが行くべきメンテナンスのスケジュールを本社スタッフがExcelで組み、それを一つ
一つ各社員のスケジューラーに登録していく、という業務に多くの時間を費やしていました。
また、同じ企業の人事部の方がセミナー開催時に大量のメンバーをスケジューラに登録するのにもお困りでした。
みなさまの会社でも同じような業務をされていないでしょうか？

年間576時間程度稼働
(毎月16時間×12か月×3名)
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「スケジューラ登録ロボット」を使うと、明日から面倒なスケジュール登録に費やしていた稼働がほぼなくなります！
今回提供するのは、このように年間360時間以上の業務を削減したロボットを
皆様が使いやすい様に汎用化したものです。

年間360時間以上業務削減
(ヒトの稼働は毎月6時間×12か月×3

名=年間216時間に)

「スケジューラ登録ロボット」を使うとこのように業務が変わります！
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ロボットの使い方とお客様の業務への適用について
資材をダウンロード・ロボット(RPA)のインストールを行い、指定のフォルダに入出金伝票を置いたら、ロボットを起動する
だけで使うことができます。
みなさまにお渡しする「スケジューラ登録ロボット」は決まったExcelフォーマット、スケジューラは「Outlook」で作っています
が、お客様の業務内容やフォーマットに合わせて、お客様ご自身でアレンジしていただけます。

STEP1
資材をダウンロードし、ロボット
(RPA)をインストールします。

STEP2
スケジュールマスタを指定の
フォルダに格納します

STEP3
マークをダブルクリックし
ロボットを起動
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今後の取り組みについてご紹介させてください

今後、ロボット(汎用シナリオ)を定期的にお出ししていこうと考えています。
いずれも同一のロボットソフトウェア(RPA「WinActor」)で使うことができます。
貴社内の様々な定型業務をどんどんロボットに任せていきましょう！

「上記にないけど、この業務も自動化できないの？」というご相談のある方は、
ぜひお声がけください！
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さいごに
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お客様のお申し込み条件・提供内容

□提供内容（ロボットセット）
①WinActorフル機能版トライアルライセンス ※利用開始より1か月間利用可能
②「メール転送・周知業務代行ロボット」「スケジューラー登録ロボット」
③メール・Q＆Aサイトによるオンラインサポート

□申込/問い合わせ：NTTデータ問い合わせ窓口 https://winactor.com/contact/
問い合わせフォーム「お問い合わせ内容」欄に、
【メール転送・周知業務代行ロボット】【スケジューラー登録ロボット】と記載ください。

□申し込み期限：
【メール転送・周知業務代行ロボット】2020年８月31日まで
【スケジューラー登録ロボット】 2020年9月30日まで

□提供条件：
コロナ対策応援プロジェクトのトライアルライセンス申込みは１部署１回まで

□お申込方法 NTTデータ問い合わせ窓口 https://winactor.com/contact/
「お問い合わせ内容」欄に下記のように記載ください。
【メール転送・周知業務代行ロボット】【スケジューラー登録ロボット】
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本プログラムのお申し込みから使用開始までの流れ

気になるけどよくわからない
⇨YouTubeをチェック！

NTTDからお客様へロボットセット
一式提供・利用方法説明

NTTデータ（もしくは特約店）お客様

NTTDお問い合わせサイトに
お申込／お問い合わせ

(https://winactor.com/contact/)

NTTDからお客様に
本プログラムの概要説明

本プログラムのご利用開始 メール・Q＆Aサイトによるオンラインサポー
トで技術サポート
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